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丸亀市―人口 110,473 人，地方税収額 149,34
億円，歳出決算総額 407.73 億円，公債費
負担比率19）12.3％，財政力指数 0.71，製造
品出荷額等 2,451.70 億円（上位 3 位は輸送，
プラスチック製品，電気機器），小売業年
間販売額 1,056.32 億円，大型店店舗数 33
店，第三次産業就業人口構成比 63.2％，昼
夜間人口比率 95.51％






成比 65.18％ , 昼夜間人口比率 110.96％
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売額 811.89 億円，大型店店舗数 15 店，第
三次産業就業人口構成比 64.16％，昼夜間
人口比率 102.03％







神 戸 市 ― 人 口 1,544.200 人， 地 方 税 収 額




14,445.65 億円，大型店店舗数 254 店，第
三次産業就業人口構成比 73.36％，昼夜間
人口比率 102.56％
姫路市―人口 536.270 人，地方税収額 932.71
億円，歳出決算総額 2,072.34 億円，公債
費負担比率 15.0％，財政力指数 0.84，製
造 品 出 荷 額 等 21,376.07 億 円（ 鉄 鋼， 電
気機器，化学製品），小売業年間販売額

















































販売額 1,003.43 億円，大型店店舗数 16 店，
第三次産業就業人口構成比 59.08％，昼夜
間人口比率 95.24％














































2,891.77 億円，大型店店舗数 53 店，第三
次産業就業人口構成比 74.91％，昼夜間人
口比率 94.65％
京 都 市 ― 人 口 1,474.015 人， 地 方 税 収 額











タは人口 11,384 人（2015 年），製造品出荷額
45.65 億円（2013 年），卸売・小売業年間販売





150.55 億円，卸売・小売業年間販売額 29.53 億























































































































































































想』（平成 29 年 3 月），4 頁。
9 ）同上，4 頁～ 5 頁。
10）同上，6 頁。
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39.9％となっている。鳥取県博物館「鳥取県立
博物館の今後の施設整備に関するアンケート調
査結果について」（平成 27 年 3 月 16 日）。
15）たとえば，大分県の日田天領祭りなどが著名
であるが，その取り組みは昭和 50 年代初頭にす
でに始まるなど，長期間にわたる地道な取り組
みがあった。西田は日田市豆田町の昭和51［1976］
年第１回日田天領まつりとその後の取り組みに
ついて，「観客 3 万人の大盛況で，町に賑わいを
つくることができた。しかしながら，イベント
としての一過性の賑わいに過ぎず，平常に戻る
と以前の商店街と変わりがなく，飛騨高山の賑
わいには遠く及ばなかった。そこで，その後，
日常的なにぎわいを創出するために伝統的建造
物群や廣瀬家・草野本家等の文化遺産を生かし
たまちづくりが推進されることになるのである」
と指摘する。昭和51［1976］年に地元有志で始まっ
た取り組みは，その 3 年後に天領祭りとして実
現し，昭和 58［1983］年には豆田街並保存推進
協議会の発足，昭和 59［1984］年の第１回天領
日田草野本家ひなまつり，資料館などの開館，
平成 7［1995］年に豆田地区施設観光連絡協議
会などの動きも生まれた。平成 16［2004］年には，
豆田町は「国指定重要伝統的建造物群保存地区」
に選定され，平成 21［2009］年には，草野本家
が国指定重要文化財の指定を受けた。その後，
新たなイベントとして「千年あかり」なども創
始されている。西田安慶「観光まちづくりによ
る地域再生―大分県日田市の事例を基に―」，西
田安慶・片上洋編著『地域産業の経営戦略―地
域再生ビジョン―』税務経理協会（2016 年），9 頁。
16）たとえば，新潟県の燕三条地域，東大阪など
の取り組みについては，15）前掲書を参照。
17）地域には，その建立時の経緯などが忘却され，
さほど注目されなくなった記念碑，銅像，顕彰
碑などがある。美術史家の木下直之は，こうし
た近代日本の記憶遺産について，具体的事例を
紹介している。詳細は，木下直之『世の途中か
ら隠されていること―近代日本の記憶―』晶文
社（2002 年）を参照。
18）東洋経済新報社編『都市データパック（2015
年版）』東洋経済新報社（2015 年），公益財団法
人矢野恒太記念館編『データでみる県勢（2016
年版）』矢野恒太記念会（2015 年）。
19）公債費負担比率＝公債費充当一般財源／一般
財源総額，財政力指数（3 カ年平均値）＝基準
財政収入額／基準財政需要額。財政力指数は大
きい方が財政的に余裕のある自治体であり，財
政力指数が 1 を上回る自治体には地方交付税は
交付されない。なお，地方税収額とは市町村税（個
人と法人），固定資産税，たばこ税，特別土地保
有税，都市計画税による収入額である。
20）トリエンナーレ形式のこの芸術祭は，高松港
周辺のほかに，直島，豊島，女木島，男木島，
小豆島，大島，犬島など沿岸の島々を取り組ん
だユニークなものとなり，日本国内だけではな
く海外からもオープンミュージアムに多くの人
を呼び込み，日本の他地域にも大きな影響を与
えてきた。
21）東洋経済新報社編『地域経済総覧（2016 年版）』
東洋経済新報社（2016 年）による。
22）検討委員会のメンバーは，元文化庁長官・元
国立科学博物館長・元国立美術館館長，日本博
物館協会専務理事，北九州市立自然史・歴史博
物館学芸員，島根県立短期大学部教授，TBS 元
役員，島根県公民館連合会理事，鳥取県 PTA
協議会ブロック理事，小学校校長，米子商工会
議所女性会理事，鳥取県観光連盟理事となって
いる。
